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浅瀬石川ダムダム湖ふれあいデー
大規模洪水を想定したダム警報訓練

消防訓練
カヌー大会

岩木川ダム統管からのお知らせ

浅瀬石川ダム
ダム湖ふれあいデー



（２） 岩木川ダム統管だより

令和７年７月６日(日)、虹の湖公園ふれあいの広場と浅瀬石川ダムダムサイト公園において、「浅瀬石川ダム
ダム湖ふれあいデー」を開催しました。本イベントは黒石市の夏のイベントとして毎年開催しており昨年までは
７月末に開催していましたが、一昨年には青森県で「熱中症警戒アラート」が発令されたことによる中止、昨年
は大雨の影響を受けるなど、天候に左右されていました。そのため、実行委員会で協議を重ね、開催時期を早め
ることに決定しました。また、多くのお客様に楽しんでいただけるよう、イベント時間を１時間延長しました。
当日は、開場時の午前９時には霧雨が降っていましたが、次第に天候が回復し、午後には日差しがまぶしいほ

どの好天となりました。嬉しいことに、1500人を超える方々にご来場いただき、予想を上回る人出で駐車場が
満車になるほどの盛況ぶりでした。当日は最高気温が30℃近くまで上がりましたが、熱中症指数によるアナウン
ス、ミストファンの設置及び塩分補給用の飴やタブレットの配布など、熱中症対策を徹底したことで、体調を崩
される方もなく、安全にイベントを終えることができました。

カヌー巡視体験 ダム効果模型実験

ステージイベント

水の飲み比べと
パネル展

縁日コーナー

虹の湖公園浅瀬石川コーナー

緑に囲まれた美しい景色の中でカヌーを楽しむ様子
が見られました。参加者の笑顔が印象的で、心温まる
催しとなりました。

岩木川ダム統合管理事務所コーナーではパネル展示
とダム効果模型実験を行いました。
じょうろで雨を降らせながら、楽しそうにダムの効

果を学んでいただきました。

普段はなかなか見ることができないダムや発電所の
内部を見学できるツアーを実施しました。毎回定員に
達するほどの人気を集め、大変好評でした。

司会を務めてくださったのは北野ごぼうさんで、楽
しいトークで会場を盛り上げていただきました。チア
リーディングパフォーマンスや地元ダンススタジオに
よるダンスパフォーマンス、アルプスおとめやライス
ボールのミニライブ、さらにライスボールによる浅瀬
石川ダム○×クイズなど、多彩な催しが行われ、会場
はお客様の笑顔であふれていました。

ヨーヨー釣りやスーパーボールすくいなどを楽しむ
姿が見られました。獲得した景品を嬉しそうに持つ子
どもたちの笑顔がとても印象的でした。

「水の飲み比べ」では、津軽広域水道企業団で浄水
した水と他２種類の水を飲み比べて、当てるというク
イズ形式の催しでした。まろやかでおいしい水を体感
できる催しとして、多くの方にご参加いただきました。

浅瀬石川土地改良区による、浅瀬石川を紹介するパ
ネル展示には、たくさんの方が訪れ、興味深そうにパ
ネルを見ていました。

虹の湖にある広場では、たくさんの子どもたちが遊
具で遊んだり、元気に走り回る姿が見られました。

ダム堤体・発電所
見学ツアー



（３）岩木川ダム統管だより

大規模洪水を想定したダム警報訓練

令和７年６月２０日(金)から２２日(日)に津軽ダムの立地村である西目屋村の目屋
渓谷岩木川カヌー競技場を会場に、２０２５ワイルドウォータージャパンカップ第３
戦、第２２回白神カップカヌー大会、令和７年度国民スポーツ大会東北ブロック大会
兼第５２回東北総合スポーツ大会の３つの大会が開催されました。全国各地から選手
が集まり、熱戦が繰り広げられていました。
今年の大会は、来年度開催される「青の煌めきあおもり国スポ」のスラローム・ワ

イルドウォーター競技リハーサル大会の役割もあり、本大会を意識した運営が行われ
ていました。
当事務所からは副所長が来賓代理として参加し、挨拶と競技観戦をしました。

消防訓練を行いました
令和7年7月2日(水)に岩木川ダム統合管理事務所では、国家公務員安全週間の一環

として「消防訓練」を実施しました。
今回の訓練では、弘前消防署目屋分署立ち会いの中、津軽ダム資料展示室内にある

書庫から火災が発生したという想定で、資料展示室見学中のお客様および職員の避難
方法を確認しました。また、２階からの避難はしごを使った避難方法の確認を行いま
した。避難訓練では「冷静に避難されていました」との講評をいただきました。さら
に、訓練の中では消火器の使用方法についての説明を受け、職員が実際に体験する訓
練も行いました。
ご協力いただいた皆様、どうもありがとうございました。

令和７年６月２５日(水)にダムの計画を超えるような大規模洪水を想定したダム警
報訓練を実施しました。この訓練は、山形地区自主防災組織と黒石市、当事務所の三
者合同によるもので、洪水に備えた訓練として「住民参加型避難行動訓練」「ダム警
報訓練」を行いました。
ダム警報訓練では、洪水によりダムから緊急放流が行われる際に近隣警報設備から

のアナウンスとサイレンがどのように放送されるかを確認するために実際に作動させ
ました。
住民参加型避難行動訓練では、黒石市にある山形地区の住民の皆さんが指定避難所

の山形公民館へ避難行動を行い、いざというときのための避難の時間や道順の確認を
行いました。
会場では、当事務所の管理課長による、ダムの重要性や災害事例についての講話と

ビデオ上映、黒石市による講話のほか、段ボールベッドの組み立てや消火器の使い方
の説明と実践を行いました。

火事の際の避難行動において重要な合言葉として、「おかしもち」というものがあります。
これは以下の行動を指します。

押さない
駆けない
しゃべらない
戻らない
近寄らない

万が一の際には「おかしもち」を意識し、冷静で安全な行動を心がけましょう。

知ってる？「おかしもち」

お
か
し
も
ち

▲消火器訓練の様子

▲避難行動訓練

▲過去の被害についての動画

▲競技中の様子

目屋分署の
署員さんから教え
てもらったよ



編 集 後 記

季節はすっかり夏になりました。私はダム見学の案内を担当し
ており、日々多くの方々とお会いしています。天端（てんば）と
呼ばれるダムの頂上部分を案内しているときは、夏の暑さを感じ
る瞬間が多いですが、堤体内部に入るとひんやりと涼しく、とて
も快適です。
また、ダムの規模の大きさや構造の迫力に驚かれる方が多く、

そのリアクションを間近で感じられるのは案内役としての大きな
喜びです。説明にも少しずつ慣れてきて、より分かりやすくお伝
えできるよう工夫を重ねています。
暑い日が続きますが、ぜひ涼を求めてダム見学（要申込）にい

らしてください。 （毛内）

〒036-1422
青森県中津軽郡西目屋村大字居森
平字寒沢138-2

TEL 0172-85-3035
FAX 0172-85-3061

岩木川ダム統合管理事務所
ホームページアドレス
https://www.thr.mlit.go.jp/iwakito/
公式X (旧Twitter) @mlit_iwakito
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岩木川ダム統管だより（４）

水の日・水の週間
ブルーライトアップ

8月1日(金)～7日(木) 午後7時～午後9時

浅瀬石川ダム・津軽ダム

時

所

夏のライトアップ
8月８日(金)～２４日(日) 午後7時～午後9時

浅瀬石川ダム・津軽ダム

時

所

津軽ダムで発掘した土器の展示
常設展示
西目屋村中央公民館入り口そば
津軽ダム建設時の発掘調査で発見された貴重な品のレプリカが展示され
ています。ぜひ中央公民館にお立ち寄りになってご覧ください。

伐採木・流木の無償配布（津軽ダム）

7月30日(水)～8月1日(金)
西目屋村川原平地区（誘導看板あり）
津軽ダムの貯水池周辺で伐採した支障木、流れ着いた流木を無償で提供
します。配布期間中に配布場所での受付となっております。
提供は先着順になりますので、無くなりしだい終了となります。

時

所

メモ

時

所

メモ

ダ ム カ ー ド を 知 っ て ま す か ？ ？
ダムについてより多くの方に知っていただくことを目的として、ダム

を訪問した方にのみ「ダムカード」を配布しています。
ダムカードの大きさや掲載する情報項目は全国で統一されており、表

面にはダムの写真が裏面にはダムの形式、貯水池の容量、建設時の技術
などの基本情報から、専門的でマニアックな情報までが凝縮して掲載さ
れています。カードは、国土交通省および水資源機構が管理するダムの
ほか、一部の都道府県や発電事業者が管理するダムでも作成されており、
各ダムの管理事務所やその周辺施設で配布されています。

見 本見 本

浅瀬石川ダム資料館
津軽ダム資料展示室で
配布しているよ♪

http://www.thr.mlit.go.jp/iwakito/

